
   埼玉県ブランド繭“いろどり”   
     地産地消のすゝめと 

きもの文化再発見 

NPO法人川越きもの散歩 



 ＜私たちの危機感＞ 
 
①民族衣装である着物を自ら着る 
     ことが出来ない日本人が大半 
   という現実。 
 
②日本文化としての「養蚕」は絶滅の危機。 
 ＊埼玉県は全国3位の養蚕県だが、 
  その文化は 
   消えようとしている。 
 
 
 

 



ＮＰＯ法人川越きもの散歩とは 
 

＜設立＞平成２１年３月 

＜会員＞３０名 

＜目的＞ 

１）日本の民族衣装、「きもの」を身近な暮らしに取戻し、 

次世代につないでいく。 

 

２）かつて養蚕で栄えた埼玉県の絹文化の発信 

 
＜活動内容 ＞ 
１)毎月２８日川越きもの散歩の開催 
成田山別院の骨董市にて集合、 

きものでまち歩き、きもの仲間作り 

どなたでも自由に参加 

1991年より10年以上開催 

 
   

   



２）きものでまちづくり 
埼玉県にはかつて織物・繭・で栄えた町がたくさんあり、きもの姿も町の
景観のひとつ。昔と今をつなぐツールとして織物ゆかりの町での「きもの
散歩」を開催しています。 
 行田・本庄・深谷・埼玉絹の道・・・ 

           横浜へ 

 



３）埼玉県ブランド繭「いろどり」で顔の見えるきもの作り 
  国産の絹はもう1パーセントしかなく、絶滅寸前。 

  全国に養蚕農家６２１軒  埼玉県５８軒 全国3位の養蚕県 

  平成21年埼玉県NPO基金事業「チャレンジサポート」に採択 

                                                     

               養蚕農家見学ツアーの開催 

                        埼玉県観光課・JTBとの共催 
    



３）埼玉県ブランド繭「いろどり」で顔の見えるきもの作り 
  繭の地産地消を・・・ 
  毎年さいたまの繭１００キロ購入し、生糸２０キロから製品作り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            きもの・帯・ポケットチーフ 
  本庄の伝統工芸士に草木染め・手織りを依頼 



３）埼玉県ブランド繭「いろどり」で顔の見えるきもの作り 
    人知れず消えていく 日本の養蚕・絹を知ってもらいたい・・・ 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
上田知事にチーフを贈呈 

埼玉産の繭を使った製品 
 男性用ポケットチーフ…3800円 
 男女・着物反物 
 138000円～158000円 
 100％純国産絹 



４）子育てサークルと連携し、母と子のきもの体験イベントの開催 
 

親子で普段着のきものを体験してもらい、あっという間に成長してしまう子
供たちの小さい日のきもの姿を記念に残すお手伝いをしています。 
企業のイベントなどで開催可能（１回３万円より） 



   
５）企業にて「きものの着方教室」の開催 
 日本の民族衣装である「きもの」を自分自身で着る講座。 
  ⇒ 従業員への福利厚生・きもの文化の継承へ 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
川越市の会計事務所にて開催        企業のイベントなどに出張可能 
 1人３千円（参加人数により）        きもの体験（３万円より） 
 
  



６）富岡・川越・横浜をつなぐ「シルクものがたり」シンポジウム 

• 平成26年3月23日 川越氷川会館にて開催 
• 開催費用の援助を募集しています。 
• 一口 5万円より・・・パンフレット・HPに御社名を掲載 

 
 
 
 
 
 

           平成19年度「埼玉織物サミット勉強会」 
平成21年「埼玉の養蚕を知るシンポジウム」      参加者 180名  
   共に埼玉県NPO基金協働事業に採択されました。 



 

  ＜企業の皆様へのお願い＞ 

活動支援として、年間一口５万円のご協賛 

 
・HP、イベントちらし、理事の名刺等にて協賛企業として告   
知 
 
・平成26年開催シンポジウム・パンフレットに企業名を掲載 
       法政大学教授・江戸文化研究家 
       田中優子氏の講演「日本人と絹」 
         
       会場提供・・・川越氷川会館 
 
   
  



＜主な活動実績＞ 
 
☆平成１９年度 埼玉県NPO基金 「織物で紡ぐ埼玉のまちづくり」採択 
 
☆平成２１年度 埼玉県NPO基金「埼玉ブランド繭での顔のみえるものづく    
り」 チャレンジサポート採択 
 
☆埼玉県観光課・JTBとの埼玉県の職人工房をめぐるツアー 
  絹文化再発見ツアーなどを12回企画開催。（平成２３年、２４年） 
 
☆平成２２年和光市との協働事業「和光白子宿きもの散歩」開催 
 
☆小江戸川越観光協会・川越市観光課との「川越きもの日」実行委員会メ   
ンバー   毎月18日は「川越きものの日」 
 
☆川越氷川神社、高麗神社、秩父神社と「さいたま絹文化研究会」を設立 
 絹文化発信の会報を発行  
 
☆ ９月１４，１５日の サイタマ スマイル ウーマン フェスタに 
  県より推薦され出展（埼玉版ウーマノミクス） 
       



☆平成２４年 埼玉県共助社会づくり支援事業（市町村・ＮＰＯ等協
働モデル推進事業）  

障がい者施設・NPO織の音アート福祉協会と協働 
 
 



                  とうき       と 



☆ 







    k               共同通信 

              全国               全国１２地方紙に配信   



事業を通じての社会メリット 

• きもの文化を次世代に継承 
• 埼玉の風土への理解と愛着が増す 
• 埼玉の養蚕絹文化の発信と継承 
• 女性の社会活動を促す 



 
 

～ご清聴ありがとうございました～ 
 
 

ＮＰＯ法人川越きもの散歩 
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